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現代的実体主義に基づく形而上学

および論理哲学

大学院人文社会科学研究科教授

加地 大介 I ~;c;字isuk。 ［研究分野:01思想芸術 ］
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研究椒要

私は、一般にr分析哲学」 と呼ばれるタイプの現代哲学で採用されている種々の方法を

用いながら、主にr形而上学,t「論理哲学」 という両分野での研究を行っています。形

而上学的研究としては、 rもの（実体）」を基礎的存在者として位酉づけるアリストテレス

以来の「実体主競」を様相論的観点に基づいて再栂築したうえで、個体・因果・時固など

にまつわる存在論的諸問題について考察しています。論理哲学的研究としては、条件

法 ・否定・存在 ・述定などの論理的基礎概念の解明とともに、実体主差的形而上学を前

提としつつ、実在と私たちの表急行為を媒介する r其理付与(truthmal<ing),という関係

を中心とした亘埋論の侮築を目指しています。

研究のアピールポイント

形而上学では、研究対象が時間 ・空同という「ものならぬもの」びなぜ私たちは過去へ

行けないのか』）からr穴と塊界以という「ものもどきJを経て、何とか『もの』に到達した

ので、今は論理哲学に傾注しています。
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『なぜ私たちは過去へ行けないのかJ

(2003)『穴と境界,(2008J培捨版）2023) 
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rもの ；現代玲天体主義の存在論』
(2018)'論埋字の鷲む (2020)


